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近 代日本彫刻史における仏師の け 

―高村光雲の とその 意― 

 

  ブ  

 

1 .  めに 

高村光雲（1852 1934） 、幕末・明治とい 時代の を生 、「仏師」とい 職人

にと ること 、近代を代表 る彫刻家と っ と る人 る 光雲 の 人

・中 の 子と て生 12 のこ 、仏師・高村 雲（1826 1879）に 子 、木彫

を学 11年 の修業を か 、明治初 に 仏 の影 仏像 作の

木彫 え め、仏師と て生 て 光雲 に ることに る か 、その 中

も 出 と て 光を てい 彫刻に 向 も 木彫に 念 、1877 年に行わ 第

1 回内国 業 師匠・ 雲の代作と て《 》を出 、一 の を る こ

光雲 彫刻家と て る最初の一 っ 1890 年に 技芸 に 、 年に 美

術学 （ 芸術大学の ）の彫刻 教 に る そこ イ 出 の ェ

・ ー （1841 1927） 西 の彫刻技 と を重要 る表 に る 会を

る 光雲 生を 作 と て 、 国立 館に 蔵 ている《老猿》

る 《老猿》 1893 年に 発表 、日本出 作の中 最も を る にその

に表 高 、優 を ることに って、 における日本彫刻の

を ものと の る 、光雲 にも《 楠木正 像》（ 、1896） 《西

像》（ 公 、1898）の 作にも わってお 、明治 の日本の彫刻 において中

を といえる に、 の 子にも 彫刻家 、 田中（1872

1979）、山 雲（1867 1954）、山本 雲（1867 1941）、 原雲 （1869 1925） の人 いる  

この光雲を る に 、こ 、「彫刻家」と ての け 、「仏師」と ての

についても て か 、 の 家 子の高村光太郎（1883 1956）の を

語ってお 、 と て、そ 、「西 美術」の立 か 発 光太郎の の

に い影 を けているといえる つ 一 の イ そこに るの る  

そこ 、ここ 、光雲 の の を 、日本の近代彫刻史における の

けについて再検討を るとともに、「仏師」と「彫刻家」の について考察 ること 、

そこに 、 についても てい い  

 

2 .  日本の近代「美術」と「彫刻」の 立  

 光雲 生 時代の と て、日本における美術 の に て かについ

て に てお い  
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 日本 1868年に明治維新 こ 、近代 る その の中 、西 念を け

める 、その中に Fine Art るい Schö nekunst っ そ て、1873年に ウ ー

の の 、そ の 語と て「美術」とい 初めて正式に る に っ 佐藤

る に、「『美術』とい 念の 語 、（中略）日本 業とい

政 の中 作 」（佐藤 1996,  p. 35 下、 文中の 内 ）の 、 初 業

意 いも め 、 念 に に もの かっ 、日本国内におい

て 伝統工芸 、 出 と ての め る に る その 、伝統工芸 明治政

に めることに 、19 紀 に ー 行 「ジ ム」 にも って

いっ  

「美術」 てい と 時に、日本 の工芸の一 っ 「彫工」 美術 の中に っ

「彫刻」に 込 てい わ 、「美術」とい と に、「彫刻」とい 語も西

念を表 語と て誕生 の る てお と、「彫刻」 1876 年に工 美術学 の

学 と て初めて その 、西 戦 （1877）に こ 明治政 の 政

原 、1883 年に工 美術学 る 、1889 年に 美術学 立 、そこに彫刻

も る（Ueno 1969, p. 83） この 、「彫刻」 美術 語と て る 述

に、高村光雲も 美術学 教 を ることに る 初 ー ト・ ェ サ（1853

1908）と （1863 1913）の に 、 国 義の を と て、彫刻 伝統

の木彫の を ってい 古 「彫仏」 「彫工」とい る に、「彫刻」の語

「木 」とい 意 い 、西 の彫刻 、日本の伝統 の彫刻に わ い と

ている そ に て、「彫 」とい 語 彫刻の に わ る 向 い（佐藤 1996, pp. 51-

53） 美術に る「彫刻」 「絵」 の語 一 る 、『回顧談』の中 光雲

末 の について の に伝えている  

 

代
い

の も、絵 の彫刻 のとい こと とも に 、

その そ 考え 、全 い 絵 の彫刻 のとい ことに の もの 、そ

の の る生 を ている人に もの 、 い日 を っている 人の 辺

に 、そ こと る 考えても かっ もの （高村光雲 1995, p. 20）  

 

ここ 、美術をめぐる ート と一 人の の えて る の『 の 』

（1989） 国家と美術の を考察 てお 、「美術」 と て て、美術館、美術学

美術 てその の に ると ている  に、木下 『美術とい

』（1993） 近代 め る中、美術 か て っ 表 も っ の

いかと述 ている  、田中修二 彫刻の も の 向 っ ことを てお 、

日本彫刻史 の彫刻をほと めてい いと語っている（田中 2018, pp. 28-29） その原 と
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て、明治 の に る の大 文 に る 重要 を っ も

いとい  

  佐藤 「美術」と の について「『美術』の 、 の と新 のジ 念

の に って行わ 」（佐藤 1999,  p. 53）と てお 、 の日本美術の を の に

述 ている  

 

るの 工 美術学 、明治美術会、 会と西 彫刻家に、 に い

こと る 西 美術 新時代と を 美術 、そ に わっ ート意

を ってい こと 、 像に い か こ て ると、 の ート意 に 、

作家に る とい ート意 も、 ー に っ こと

る（佐藤 1999,  p. 64）  

 

この に 出 の作家 い「美術」と っ の 「工芸」の  、工芸に わ

ってい の中に 人 かっ つ 、 西 念を に 明治 の美術 の中 、彫刻

絵 とともに に け てい の 、一 、工芸 下 に か る に っ

かに、明治の美術家の 出 を ると、西 彫刻家のほと 出 っ のに て、

伝統 の彫刻家の大 高村光雲の に職人出 っ 佐藤 、 の の意 について

「絵 と工芸の中 に っ 」と ている（佐藤 1999,  p. 70）  近 代日本の仏師の、「美術家と職

人」とい 二 その 時代 の中 生 といえ  

 

3 .  高村光雲の の 要 

に述 て に、職人・仏師 彫刻家と る と て え て 光雲を語る

に 、 の仏師と ての の作 に の 影 を え のかについて か

ている 、 も彫刻家と て え ている に、 述 日本の近代美術 を考

、こ 光雲 の に て かについて述 い  

 

3 . 1 .  「仏師か 出」 光雲 

光雲 職人か 美術家 人 の と て ること い 吉田光邦 光雲

美術 との を つ に っ ことについて、「こ て仏師高村光雲 彫刻家高村光雲と っ

」と記 ている 、 けて「 て光雲 明治 23 年（1890）3 月に 美術学 と っ

（中略）こ て 全に職人 か 出 て っ の る」（吉田 1976, pp. 302-303）と述 て

いる に、仏師とい を職人 に 、 美術に に っ えに、仏師

、「職人 か 出」 とい の る 日本彫刻史 、この 仏師を

ること  一 る の を て ると、山 絵美子 「光雲 、仏師の修行 に い
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『仏 』を る めに、彫刻 の 生を 」（山  1999, p. 217） といい、「仏 」と

「彫刻 の 生」とを に えている に、芝山昌也も「 て の 彫刻に 伝

統 仏 か の 要 と考える に 、西 の絵を て、その ムを彫刻に

ることを考える」（芝山  2019, p. 146）と述 てお 、 に に近い表 を る光

雲の について伝えている 、金原 行 「仏師を る の 一 ことを えて、

職人 か の を ている」（金原 2002, p. 9）と、 述 木彫の にも ている

えて、 原 絵子の「新 美術 と わ ってい こと 、その を 、『彫

刻家』 」（ 原  2010, p. 38）と 、仏師 明治 に つつ っ 美術 に る

要 っ と る  

ここ 文 のい においても「仏師か の 出」の 表

ていること る を えば、仏師と彫刻家 立 い と て ている 、

そ 、美術と工芸、そ て美術家と職人の 下 日本美術史の中 ほ てい かを

るもの も る  

 

3 . 2 .  「伝統の け 」と ての光雲 

 の 家 光雲を「木彫の再 」を 人 と て ている えば、

「『伝統の 』を けて、 木彫再 を念 と その の っ か こそ山 雲、

原雲 、 田中 の の木彫 の優 作家 光雲のもとか 出 の る」（  

1999, p. 15）と述 てお 、光雲を明治 の伝統 彫刻の と えている に金原も「光雲 仏

師と て木彫の再 に意を い お 、 つ って 西 のブ 彫刻の 新 をも

ことを いてい 」（金原 2002, p. 10）と 、日本の伝統 木彫技 に新 を 込も と

光雲を いている か 、 一 「『技術 に ける本 』 伝わってお 、技術 を

て伝え の も伝わ かっ に わ る」（  2002,  p. 132）と てお 、

光雲の 子 西 の技術を てい の いかと述 ている 、芝山も の意

に 、「 とも える 三人の 子 、 と とい 西 の技術を いて木彫

を 作 る 原 を の に えてい この 、『彫刻の技術 の本 』

い」（芝山  2019,  p. 145）と ている この 、「技術」を中 に展 ている 、光雲に

とって「技術」と に 先の （ ）を意 るのか、そ ともそ のものも め

念 のかを わ ること い そ に かっ の 、木彫 技 と て

てい か 原口健一 その原 西 の 像 作の に る「表 」と「技」の

と 、 えて「 伝統彫刻の その『技』 の と ついていっ と考えて え

いものと考える」（原口  2011,  p. 22）と述 ている 木彫における伝統 技 ものとい

意 を光雲 えつけることに か か てお 、ここ いの 伝統 彫刻

「技術」に重 を のに て、西 美術 「表 」 の 念 ものを重 るといっ 式

考え の か えて ること る   
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3 . 3 .  高村光太郎に る光雲の  

 述 て 光雲に る において 「伝統の 」とい 表 出て 、本 そ 高村

光太郎 に て い る 高村光太郎（1883 1956） 光雲の と て に生 、

美術学 彫刻、 を学 、 と ー にも 学 『道 』『 子

』 の 集 てお 、 ・光雲の に日本を代表 る彫刻家 も る か 、 と っ

て光太郎 西 美術の の中 育っ 彫刻家 、 の も っ 彫刻

についての 光雲と ってい にも わ 、光雲の 伝 回 る『幕末維新懐古談』

の において 中 を い、光雲の を に えば、「美術史 か る

と、明治初 の に彫刻の技術 における本 を、 の職人 に て、

その を い ことに る」と て「彫刻の技術 の本 について 意 の に 伝統の

と っ 」（高村光太郎 1958, p. 228）とい 光太郎こそ 光雲を「伝統の 」と て け め、

にそのイ ージ 美術史の中 て る  

一 、光太郎 光雲に て も行っている 「 光雲 一 の、 川末 明治初 に

かけての 職人 っ 」（ ,  p. 225）と記 、 いて光雲の作 について「 の作 に 大

もの かっ 」と 「 て職人 、仏師 、 っ 」（ ,  p. 226）と

ている ここ 、西 の美学 を 光太郎と伝統 の彫刻を と

光雲との の 本 える の彫刻家と て を い光太郎 と工芸の

との に を こ と 、 えば そ について「 意 、 の 道の

っ とこ に、光太郎 立と と てい 」（  1999, p. 14）と述 ている 、

郎 「光雲の彫刻家と ての 、『彫刻家』高村光太郎の か ほ いもの っ 」

（  2002, p. 14）と光雲と光太郎の を いている   

の に、光雲のこと 語 る 、光太郎の を いに出 、 の 光雲を る

家 いこと わかる そ 、「職人」と「美術家」か る二 の中 光

雲と光太郎 に え ている 、光雲に て、光太郎 の 彫刻家と て

の を める めに、職人出 の光雲と を こ と とい も る（Guth 2004）

か 、「職人」 「仏師 」を る ると 時に、光太郎 日本彫刻について「

に るに る伝統を っている」と述 てお 、 に西 美術の かっ こと

明 か る 、光太郎 「その 伝統を正 、そ をわ わ の新 い意

を て発展 ば 」（高村光太郎 1958, p. 46）と 、光雲に て日本彫刻の伝統を「発展」

ることを てい と推 る ここか 、光雲に る光太郎の ること

わかる って、二人の を考える 光太郎の 時の美術 の と、 との 人

をも考 る  

光太郎 時の芸術 の に て を てお 、 

 

芸術 のことに ても の一 に わ かっ 芸術 に る 大 義 、
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け い 義に ざ （ ,  p. 250） 

 

と語っている えて、 「芸術 の と金 のこととばか 、芸術そのものを

正 に考えてる 下 の の中に に るに い に え 」（ ）と って

いる に、美術 美術の も、 を てい と る 光太郎 光雲につい

ても の てお 1、芸術 に る の 先を光雲に向けている 光太郎

学中に「 え 芸術家」（英：starving artist）とい 時の てい 社会 念に

てい の 「 え 芸術家」と 、芸術を る めに、立 出 を

に る人 と て る、18 紀 か 19 紀初 の 義の 人 像 る 、

そ も芸術家の 像と て影 を けてい の る  

に、 藤 子 を生 出 も 一つ要 と て 、美術 において 光太郎 か

立 と て めても え かっ こと る 2 光雲の美術 との わ 太

郎の作 にも影 を え、光雲の 年に 作 《老猿》 年時代の作 を高 るこ

とに る  

 

か って の一生の作を考えると、 公時代に作っ 「 の 」の木彫

作とか、宮内 蔵の「 」とか、 職に る の「 」とかい もの 、い ば いい

そ に 年の 、 意 込 、 の美にめざめ の とその美

の と てと る こ 時代 にも意義 る 美術学 に ってか

の作に 、この第一義 もの て ている 年、 の 子を めに日 の

に作ってい 仏像、人 、 、 彫
か

の 語るに い（ ,  p. 
229）  

 

ここ て に、光太郎 光雲に る の重要 いものの、

光雲に る を 、 の彫刻に てい ことと、 子 の も に

考 る 要 る 、 に光雲と光太郎の彫刻に る っていること け 、

の に ている、西 美術の立 か 日本の伝統 彫刻を る の を考える

要も る 、光太郎 もそ を意 てい 、「『 と子』の このか 、

この に ける最も つか い、 に の一つ る」（ ,  p. 225）と ている 光雲と

光太郎との 日本の近代 を る 語 を つものの、 を ること 日本彫刻史を

に る を いると え  

 

4 .  彫刻家と ての光雲 仏師と ての光雲 

に て に、光雲 彫刻家と仏師とい 二つの る人 と て え て 、

本 家 光雲の作 の の とこ を て、近代 、 近代 と
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て かについて に述 い  

光雲の作 の中 ているの 出 《老猿》 る この作

明治 の の木彫に新 い をも を ている作 と て高 、金子

「 彫刻とい に い新 い 、 彫刻か 発 ム、 彫刻か 本

彫刻に と る明治20年代の木彫 の志向 」（金子 1992, p. 36）を ていると述

ている そ に えて、田中 「 の か 生 出 、日本彫刻史の中 、

そ わっている」（田中 1994, p. 53）と ている 志邨匠子 ている 、日本 け

、 も っ い を る《老猿》の表 高

（志邨 1996, pp. 25-36） その 、 意 も込め ていると る も 、19 紀末に日

とい 史 文 の中 老猿 日本、大 とい ー の いか

と ている  

  史 を 明 に い と て 、《楠木正 》 《西 像》の 公

作 る こ 表 生 、 を 、 念 と て日

本の 史を表 ていること ている 美 子 《西 像》 を「国 を る、

るい 国 の規 と る人 の銅像」（ 美  2014, p. 39）と ている 、この 明治 に

美術作 の、 出 か 国 の の をも ている 初、美術 出 と ての

め お 、明治政 にとって 重 本 っ 、 に国家 の を

教え込 と ての重要 てい ことと る（Tanaka 1994）  金子の「西 の ム彫刻

をもとに 英 義 の 像彫刻の大作 、社会か の要 に る 伝 の いも

の っ 」（金子 1992, p. 33）とい 記述にも ている 、 時 西 式の彫刻を に ブ

ートと て 向 かっ  

、光雲の作 の近代 の について て 、 に 近代 と ている要 につ

いて述 い 志邨 工芸 の本 技術に ると 、《老猿》の工芸 について「 の

と て を っていること、 に猿の る に ると わ る」（志邨 1996, p. 27）

と述 てお 、その 要 と を ている に、大 《老猿》について

「表 向か ると、 大 にほか い」（大  2002, p. 173）と る お、光雲の 年の

作 る《 像》（1926 年）について、大 「 か 明治初 にかけての文人 の

の中 中国 の『 』 の 向の ものとお

とこ け 、 西 と かに を に ている」（ ）と 彫刻

の光雲 の影 を 原 「光雲 、表 の内 念 も、技 の表 に重

をおいている」（ 原 2010,  p. 56）と述 てお 、光雲を西 彫刻家と ている  

 こ 述 て 光雲の作 の を とめると、 の ー えて る

、光雲と西 との を再検討 る 要 を る大 の る一 、彫

刻家と ての光雲の を る 表 、人 の 学 、 を西

彫刻の影 と 向 最も い お、 について 史 、 語 の 近代
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と ていること い その一 、仏師（職人）と ての光雲の について

る 、 るい に る の作 の と、 念 技術を重要 てい

こと 要 と っている  

 

5 .  日本彫刻史における仏師の けとその 意 

 に て 高村光雲の仏師 と彫刻家 に る ている 、仏師 彫

刻家と に え 、「近代 」彫刻家に て、 近代、 と 、下 に か て

いる その め、仏師 明治 に 立 「近代日本彫刻」とい 念とその 史か る

本 において 、「日本彫刻」とい 念の 立の を 、仏師 日本の正統 彫刻

か 原 を 、「美術」と「工芸」の の再 の 要 について てい その

、 代の仏師 の イ を の に新 に 義 と ているのか、その

についても考察 る  

、仏師 「日本彫刻」か る原 について考察 ば、志邨 そ について の

に述 ている  

 

か その （1893 年の ）、仏像彫刻の 「彫刻」と て 発展 い 《 芸

》をつ 、 時に仏像の を け 内 一も、（ ） 美術学

を 、大村西 山のもと 像 、 第に美術学 教 と ての

、大作も作 って （志邨  1996, p. 29）  

 

日本 西 の大国と を る国と て を る めに、西 を 本に て美術 を 、

彫 彫刻 の中 と る か 、そ 、西 彫刻の にお い日本 の

文 も 、そ 美術 、 日本美術史か て っ  

原 1893年の の 「日本国内の を えて 光雲 、 内 一

の『技芸 』 を 」とい こと 美術をめぐる「 時における西 と日本の 、

の 」を表 、日本国内 の仏像の に大 影 を え と述 ている（ 原 2010,  p. 49）

、《技芸 》 原 について 「（仏像 ） いものの一つと て、

の 彫 けと に、 作の 『彫刻』の か ていっ 」（志邨 1996, p. 27）

と る志邨の 明 考に る と て、 仏像 彫刻史 中 るにも わ 、

彫刻 に っ とい け る に っ 時代と彫刻の

一 ている要 について、芝山 時代 終わってか 仏師 の を の彫刻

に 、明治 に ると「 に全彫 け る彫刻とい イ ージ 出 、 の彫刻

新 い彫刻に かっ こと」 と述 ている（芝山 2019,  p. 146） 、そ 彫刻史の中 の

仏師の け の 重 ると わ る 、彫刻において 大 とい 新 い

い る に っ のと時を て、木彫を中 と る仏像 作 彫刻 の中 か
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ざかる に っ  

光雲の に ると、 述 に、光雲について る に 正統 美術 を代表 て

いる光太郎の立 か 語 ていること 、「仏師 」 職人 、 美術 とい

語 て そ 仏師とい 全 と て の に え て かを

る え 、 か に っている  の職人と に正統と るものか 、その

代 も いているの る  

か 、近年の「 ト」（工芸）と「 ート」（美術）との をめぐる研究において

を 全に る立 に懐 向け る に って に「技術」 「技 」 の

先の 技術 の に を ててお 、 の 念 を

ているの いかとい も って ているの る えば、Shiner（2012） ト

も、 に に っ を 行 る け 、作 の に る 念とその との に

ー 行わ てお 、そ に って い と ている  、

「 美術」（英：pure art）と「 工芸」（英：pure craft）の に る （英：non-

hierarchical continuum）とい 念を 、工芸、 イ 、そ て美術 、 行 、

、重 ものと て と ている  

の に、光雲について その技 を重 職人と て る 向 い か 、

光雲 の彫刻 の について の に 明 ている  

 

ほ の 月 内の 日月 こ の 、 業の って、 昌 ば るほ 、

そ 、そ てその 仏師の と 、彫刻 の と （中略）

を 、 に を て、代金を 一 に る わ に に彫刻 を

い るとこ の とも え （高村光雲  1995,  p. 41）  

 

そ に て、 の仏師の 下の を下 ている  

 

作を いとい 本 に の い 華
と い

の いこ 、 一つ彫 の も、念に念

を 、 業 の に て、 も も、こ と 彫刻師の

に って出 ものを とい か 、 の と を に 、芸術

る こと （ ）  

 
ここ 光雲の仏像 の「彫刻 」の大 生 を る立 明 てお 、「 業」に っ

て生 と との を彫刻 の「 」の原 の一つと て ている 、

作 の「 い」を 、「芸術 」とい を ことか 、 かの

「芸術 」を める と察 、 の 文 、光雲 の仏師に て

「彫刻師」とい 語を っている 、 「仏師」と「彫刻師」とい を い けてい い
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る えば、『光雲回顧談』の「 末 の仏師」とい 「文政か 、弘 、 、

政 とい 時代に彫刻家と て っ 人 のお をい 」（高村光雲 1929, p. 696）

と述 てか 本 に 、高 山、高 雲、 本 山、 村 光とい 19 紀の仏師の を

ている って、日本の彫刻史の中 光雲を ける に、「美術」と「工芸」とい 二

も、Shiner（2012） 義 、美術と工芸の に る 中 え ば、美

術家と職人の社会 に る も 、そ 代の仏師の 職人の についても

い いて るの  

代仏師の作 の 、明治 に の 絵 の と のかも い 、 代の

仏像と に、 時代 の仏像 高 ていること 、日本の美術史 「ジ と

い 代の の美術 と ているの 」（佐藤 1996, p. 63）とい その

を助ける か 、近年の研究の中 技と表 との を 原口の も出て て

いる 「伝統木彫において 、表 と技、 と と に 重 大 いとい こと

、 、 を て考えて お 、 、一 もの っ といえる」（原口

2011, p. 29）と述 ている 、ここ 日本の伝統 文 の再 の意 、 西 美術とい

念 の 義も る  

  仏師 時代 の と て け ているにも わ 、ここ 年 仏師とい 職業の

る に って てお 、 代の美術 の再考を える仏師も ている えば、

仏師、大川 太郎（1923 ） 、 

 

の仏像 作 の 作 るか 美術 、 の仏像 刻 職人 か 美術 いと

い こと い （中略）美術 仏像 職人 か と め と い（大川  2009,  p. 21） 

 

と仏師と てのジ について述 ている 大川 にも、 の仏師 「 刻」とい を

意 ていること 像に い に古 の仏師の伝統を ている け 、

に 代社会と わ いとい 意 を ている えば、仏師・宮本我休（1981 ） 「古

の仏像を研究 この の か生 出 い仏像を彫像 る にと日 作に

い 」（宮本 2020）と述 ている えて、仏師、向吉悠睦（1961 ） 「古代の 、古代の文 、

その時代の と との 教 、生 式 を、 代 表 け ば いとい この

の 」 と る（西宮 2001） 、大仏師、 里 （1943 ） 、「 仏師と て、 、仏像

に時代を 表 ていけるのかを ている （中略） 時代の 仏師と て意

」（ 里  2001, p. 17）と語る か わかる に、美術 に め てい い仏師 代の

教 を るとい を の イ の と と る 一 大

めている信 を に表 と る の る  
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6 .  おわ に 

本 の 高村光雲の 意 も、 光雲と 子光太郎の も 、 美術史の

中 光雲 の に語 て か、 、そ 工芸の に ている仏師とい 職業に の

影 を え かを考察 ること っ と て、明治 に美術とい 西 念 日

本に て 、仏師 近代 、 の作 美術 と る 向 いこと 明 かに

っ か 、 代の仏師の 子を て ると、 の美術 の を 、「伝統」

の「 刻」とい か 出 と 、 代の 教 を と て 作る作 と て仏師を

け と る意 える  、美術と工芸の えつつ る 、そ の を

めぐる 日本美術史を に える道を と る  
 

 

1光太郎 光雲について の に述 ている：「 の にかけて 、 の

技芸 三 二
にと

とい 書 を大 大 に て、彫刻の 書に一 そ を書 とい

人 を ってい 」（高村光太郎 1958, p. 226）  

2「彫刻 とい ものを に て を てい い 彫刻 に の るの 、い

るとこ に を ている」（ , p. 150）  
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